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共育ブックの各項目の中では、これからのジュニアバレーボールクラブの在り方についての関

心が高かったように思います。指導者の人間性向上が周りから注視されている、そして教育者と

しての自覚が試されている、そのように思えます。下品な行動や乱暴な言動については、忌避さ

れる時代になったとはっきり言えると思います。 

また、指導者が守られるためには、コンプライアンス規定を順守することです。保護者の言動

にも、問題点がある場合も多くあります。それには組織として毅然とした態度で向かいます。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 保護者が、指導者に匿名メールで批判や要求を伝える、という例が上がってきています。また、 

選手の起用方法での指導者と保護者のトラブルもありました。一昔前と比較すると、指導者受難の 

時代になっているのは間違いありません。 

 保護者と指導者の意思疎通、社会常識を踏まえたバランス感覚や折り合いが大変大事です。 

 だれのためのバレーボールなのか、そう考えると想いは同じ。子どものためです。それが、やや

もすると、指導者のプライドのため、保護者自身の夢のため、の方が優先されてしまっていません

か。子どもも大人たちも、もし少し道を外れたなら、すぐに周りで注意し合って軌道修正し、前に

進む、そういうチーム運営を目指しましょう。ただし、道を外れたことを許容してくれる時代は、

もう遠くなりつつあります。上記にはコンプライアンスへの対応が緩いという声もあります。 

指導者にこそ、自律・自立が必要です。もうここが最終通告です。 

怒声・罵声等はやめましょう。グレーととられかねない発言は、やめましょう。 

 

★★★★超一流の選手を育てた親たちには超一流の選手を育てた親たちには超一流の選手を育てた親たちには超一流の選手を育てた親たちには、、、、以下の以下の以下の以下の共通点があるということ共通点があるということ共通点があるということ共通点があるということですですですです。。。。    

    

『頭ごなしに怒らない』『頭ごなしに怒らない』『頭ごなしに怒らない』『頭ごなしに怒らない』    

『子どもの考えを決して否定しない』『子どもの考えを決して否定しない』『子どもの考えを決して否定しない』『子どもの考えを決して否定しない』    

『足し算』よりも『引き算』を意識している。」」」」    

『子どもがやることに対して、いかに無視することが出来るかが大事』 

    

自分の考えを否定され続けると、大人でもそれはやがて、強烈なコンプレックスへと変わっていきま

す。子どもたちに対して、ものすごく興味、関心を持って、それをちゃんと伝えつつ、なるべく口を挟

まない、実践はなかなかむずかしいかもしれませんが、心がけてみると光が見えてくるような気がしま

す。            「天才を作る親たちのルール』の著者 スポーツライター 吉井妙子」 

 


